
　　鳴瀬川総合開発事業工事事務所は、平成31年3月にi-Constructionの取組を先導する「i-Constructionモデル事務所」（全国
10事務所）に指定されました。
　調査、設計から、施工、維持管理に至るまでBIM/CIM※1を活用する他、建設ＩＣＴ※２等の新技術を積極的に活用し、事業の効率化、
コスト縮減を目指します。

　漆沢ダムは、洪水調節専用のダムです。洪水調節専用ダムは、流水型ダムとも呼ばれ、利水容量を持たず、貯水池を
洪水調節だけに使います。

■漆沢ダム（洪水調節専用）の貯水池運用

鳴瀬川ダムの貯水池運用
環境への取り組み

建設ＩＣＴ等新技術の積極的活用
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　ダム建設を予定している地域は、ブナ林などの原生的な自然林が分布するなど自然環境に恵まれた地域であり、多様な動植物の生
息・生育・繁殖の場となっています。
　本事業では、環境影響評価法に基づく、環境影響評価を実施しています。今後は、これに基づき環境変化を把握する調査、検討を行
い、必要に応じて対策を講じるなど、環境にあたえる影響を最小限になるよう努めて行きます。

　鳴瀬川ダムは、多目的ダムです。多目的ダムは、流れてくる流水を一時的にダム（利水容量）に貯め、農業用水や発電用水
等に利用します。洪水時には、洪水調節容量を使用して、洪水を一時的に貯め、流量を調節して下流に流し、鳴瀬川下流の洪
水被害軽減を図ります。

漆沢ダム（洪水調節専用）の貯水池運用

※2 建設ＩＣＴ：建設業界における「情報通信技術（Information and Communication
Technology）」の総称のこと。

※1 BIM/CIM（Building / Construction Information Modeling,Management）：計画、
調査、設計段階から3次元モデルを導入することにより、その後の施工、維持管理の各段
階においても3次元モデルを連携・発展させて事業全体にわたる関係者間の情報共有を
容易にし、一連の建設生産・管理システムの効率化・高度化を図るもの。

※3 ICT建設機械施工（無人）は、東北復興 i-Const ruct ion ICT活用取組み事例
集（国土交通省　東北地方整備局）より引用。

※4「遠隔臨場はウェアラブルカメラやネットワークカメラを活用し、現場に行かずとも離れた
場所から「材料確認」「段階確認」「立会」の臨場を行うこと。

新技術を活用した事業の効率化を目指して

事業と環境の調和を目指して

運用イメージ図

CIMモデル 遠隔臨場※4
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〈治水〉
●洪水時には一時的に洪水を貯留し、下流
沿川の洪水被害を軽減します。

〈利水〉
●利水機能をもたず、通常時は水を貯めま
せん。

〈環境〉
●通常時は水を貯めないため、流入水と同
じ水質が維持されます。
●上流から流れてきた土砂を全て貯めるの
ではなく、流水と一緒に土砂が流れます。

●洪水調節専用ダム（流水型ダム）の特徴

ICT建設機械施工（無人）※3
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洪水調節容量 そのまま
下流に流す 最新のデジタル技術を

活用しているんだね。

ダムをつくるときにも、
環境のことを
考えてるんだね。
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